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受動喫煙防止対策のための基本指針を策定

　
禁
煙
が
上
手
く
で
き
な
い
の
は
、

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
が
主
な
原
因
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

【
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
は
？
】

　
喫
煙
で
ニ
コ
チ
ン
が
脳
に
入
る

と
、
ド
ー
パ
ミ
ン
と
い
う
物
質
に
よ

っ
て
快
感
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
を
繰

り
返
す
う
ち
、
強
い
意
志
を
持
っ
て

も
や
め
ら
れ
な
く
な

る
状
態
が
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
で
す
。

【
有
害
物
質
が
た
く
さ
ん
！
】

　
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
は

四
千
種
類
ほ
ど
あ
り
、
中
に
は
ア
リ

の
殺
虫
剤
と
同
じ
物
質
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
（
図
１
）
。

　
こ
れ
ら
の
物
質
が
血
管
を
傷
つ

け
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
の
発
症
・
死

亡
リ
ス
ク
を
２
～
４
倍
以
上
高
め
ま

す
（
図
２
）
。 

【
肺
は
元
に
は
戻
ら
な
い
？
】

　
肺
が
破
壊
さ
れ
るCOPD

（
慢
性
閉

塞
性
肺
疾
患
）
と
い
う
病
気
の
患
者

の
９
割
が
喫
煙
者
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
咳
や
痰
の
ほ
か
、
呼
吸
苦
で
歩
行

や
会
話
が
難
し
く
な
り
、
酸
素
ボ
ン

ベ
が
手
放
せ
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
、
日
常
生
活
も
制
限
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
破
壊
さ
れ
た
肺
は
簡
単
に
は
元
に

戻
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
少
し
で

も
早
く
禁
煙
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
禁
煙
で
得
ら
れ
る
効
果
を
一
部

ご
紹
介
し
ま
す
。

 

【
禁
煙
は
「
禁
煙
外
来
」
で
】

　
病
院
の
「
禁
煙
外
来
」
で
は
医
師

と
協
力
し
て
禁
煙
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
標
準
的
な
内
容

は
、　

週
間
に
わ

12

た
り
合
計
５
回
の

診
察
（
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
チ
ェ
ッ

ク
、
呼
気
の
一
酸

化
炭
素
濃
度
検

査
、
禁
煙
に
よ
る

変
化
の
確
認
、
禁

煙
ア
ド
バ
イ
ス
、

等
）
が
行
わ
れ
ま

す
（
図
３
）
。
成

功
率
は
７
割
ほ
ど

と
高
め
で
す
。

　
そ
の
他
、
吸
い
た
い
気
持
ち
を
や

わ
ら
げ
て
く
れ
る
禁
煙
補
助
剤
の
処

方
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
治
療
は
町
立
和
寒
病
院
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
方
法
を

見
つ
け
、
失
敗
し
て
も
何
度
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
保
健
師
　
林
　
千
尋
〉

健
康
メ
モ

～
　
何
歳
か
ら
で
も
禁
煙
を
　
～

●
食
事
が
お
い
し
く
感
じ
る

●
肌
艶
が
良
く
な
る

●
お
金
が
貯
ま
る

●
呼
吸
が
ラ
ク
に
な
る

・
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ

・
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム

・
ニ
コ
チ
ン
を
含
ま

な
い
飲
み
物

アセトン ペンキ除去剤

トルエン 工業溶剤

ヒ素 アリ殺虫剤

たばこの
有害物質

同じ物質を
含むもの

(図１)たばこと同じ物質を含むもの

(図２)循環器病による死亡

非喫煙者を１とした場合の
　　　　　喫煙者の死亡リスク
　　　　　　　(男性:21本以上/日)

(図３)診察回数とその間隔

　町では、平成24年度に健康わっさむ21（健康増進計画）を策定し、子どもから高齢者まで健康でい

きいきと安心した生活を送ることができるまちを目指して取り組んでいるところです。この取り組み

を具現化するひとつとして、受動喫煙防止対策についての基本指針を策定しました。

　※平成26年６月１日から適用

町民、事業者、行政が一体となって、受動喫煙防止対策に取り組む必要があります。

■受動喫煙防止対策の推進

町民の取り組み

　たばこが本人および周囲の人の健康に
影響を及ぼすことや禁煙の効果を知り、
健康的な生活習慣を身につけます。

事業所の取り組み

　労働安全衛生法に基づき、事業者が労
働衛生管理の一環として一層の受動喫煙
防止対策を組織的に取り組みます。

行政の取り組み

　多くの人が利用する場所や、病気
の人、妊婦、未成年等多数の者が利
用する公共的な空間における全面禁
煙を進めます。全面禁煙が極めて困
難である場合は当面の間、今ある喫
煙場所の完全分煙化なども含め適切
な受動喫煙防止策を講じます。

　この指針は、受動喫煙が健康に与える影響を排除するため、町とし
て講ずべき受動喫煙防止対策の取り組みを示し、子どもなど非喫煙者
にたばこの煙を吸わせない環境づくりを進めるとともに、町民の健康
保持・増進と快適な環境づくりを目指すことを目的とします。
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